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                 大谷文孝会長 

本日はクラブ協議会です。 

いよいよ本例会場で行われる大谷・上原年度も残すと

ころ 2 回となりました。 

先週には、春日年度の初理事会も行われ、次年度への

カウントダウンが始まりました。 

最終例会は４０人近い参加を頂きました。 

わがクラブの最終例会は、単なる引継ぎ例会というよ

りも親睦の中で今年度を締めくくる 

例会が恒例となっております。これも行田さくらロー

タリークラブの伝統のひとつである 

と思います。 

今月のテーマの「ロータリー親睦月間」で思うことは、

ロータリーの原点は「親睦と奉仕 

」であり、親睦はクラブを活性化する原動力だと言う

ことです。 

もっともっと親睦を深め、例会の出席率を上げること

が我がクラブに必要だと考えます。 

コロナ渦で炉辺等が少なく、会員同士のコミュニケー

ションが減っているのも出席率の減 

少の原因として考えられます。 

是非、春日年度では、出席率の向上に繋がるような対

策を練っていただければと思います 

。 

それでは、本日担当の委員長さんに報告をお願いした

いと思いますので、宜しくお願い致 

します 

以上会長報告です。 

 

 

 

 



幹事報告 

 

               上原謙一幹事 

幹事報告させていただきます。 6 月 26 日最終例会 

森ビルデジタルアートミュージアム 

 横浜中華街となりますが行田バスターミナル 

7：30 分集合出発となります デジタル 

アートミュージアムの諸注意がありますので、後ほ

ど飯塚親睦委員長の方でお伝えさせて 

いただきます。 6 月 18 日(土)  ロータリー財団

委員会勉強会が開催されますが、上原会 

員がＺｏｏｍ参加させていただきます。以上です。 

 

 

出席状況報告     

田中秀和 委員長 

会員数 出席対象者 出席者 メーキャップ 出席率 

５８名 ５０名 ２３名 １名 ４８%

 

ニコニコ報告 

              小澤謙博副委員長 
大谷会長 本日はクラブ協議会です。 

発表の委員長さん宜しくお願いします。 

     円が安くなって輸入をしているので大変 

です。まだまだ円が下がりそう。 

上原幹事 大谷年度も本日含め３回となりますが、 

滞りなく終わります様クラブ 

     協議会の皆様宜しくお願い致します。 

細井パスとガバナー  各委員長様１年間お疲れ様で      

     した。 

神田会員 日本さくらロータリー会合同例会の 

アルバムを制作しました。 

     ご覧になって下さい。 

新井会員 クラブ協議会、本日発表の皆様一年間お疲     

     れ様でした。 

     ありがとうございました。 

渡辺会員 誕生祝いありがとうございます。 

五十幡会員 本日はクラブ協議会、大谷上原年度の 

委員長の皆様。 

     一年間お疲れ様でした。 

阿部会員 一年の締めくくり、本日のクラブ協議会宜 

しくお願いします。 

関根裕憲会員 本日もよろしくお願いします。 

        

各委員長様１年間お疲れ様でしたの同文と致しまして、 

長谷川会員、三島会員、矢澤会員、島崎会員、 

倉持会員、田村会員、川野会員、田中秀和会員、 

宮本会員、江口会員、飯塚会員、松岡会 

員、中村会員、小澤会員 

 

委員会報告 

親睦・家族委員会  飯塚秀司委員長 

  

 

クラブ協議会 

 

社会奉仕委員会   中村重継委員長 

 
 

 

 



青少年奉仕委員会  宮本伸子委員長 

 

常任会員増強委員会   川野健人委員長 

 

 

クラブ友好交流特別委員会  倉持成一郎委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SAA    阿部秀二郎 SA 

 


